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こ
の
度
の
西
和
賀
町
長
選
挙
に
お
き
ま
し
て
多
く
の
住
民
の
皆
様
よ
り
ご

支
持
を
賜
り
、
本
日
町
長
職
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。
町
勢
発
展
の
た
め
、

体
力
と
気
力
の
限
り
を
尽
く
し
て
が
ん
ば
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

私
は
、
若
い
人
も
高
齢
者
の
方
も
元
気
は
つ
ら
つ
と
し
て
笑
顔
の
あ
ふ
れ

る
西
和
賀
町
を
実
現
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
一
人
ひ
と

り
の
町
民
の
夢
、
７
千
の
願
い
を
か
ご
に
入
れ
て
背
負
う
こ
と
か
ら
始
め
ま

す
。
一
人
の
人
間
が
ど
ん
な
に
多
く
の
知
恵
を
絞
っ
て
も
た
か
が
知
れ
て
い

ま
す
。
住
民
の
多
く
の
声
に
耳
を
傾
け
、
そ
の
実
現
に
向
け
て
走
り
続
け
ま

す
。
ひ
と
つ
で
も
多
く
の
夢
が
か
な
う
こ
と
に
よ
り
、
郷
土
へ
の
愛
着
が
広

が
り
ま
す
。
そ
れ
が
人
の
輪
に
な
り
ま
す
。
そ
こ
か
ら
町
が
動
き
始
め
ま
す
。

こ
れ
が
元
気
を
生
み
出
し
ま
す
。

こ
れ
を
力
強
く
進
め
る
た
め
に
は
、
町
長
以
下
全
行
政
マ
ン
が
一
丸
と
な

っ
て
「
住
民
の
た
め
に
」「
本
気
に
な
る
」
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。
こ
の
人
材

群
が
玉
と
し
て
の
輝
き
を
放
ち
得
る
の
は
そ
の
時
で
す
。
私
は
組
織
の
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
、
こ
の
推
進
を
最
大
の
任
務
と
心
得
ま
す
。

元元元元
気気気気
ああああ
ふふふふ
れれれれ
るるるる
町町町町
づづづづ
くくくく
りりりり
をををを
目目目目
指指指指
しししし
てててて

西
和
賀
町
長

細
　
井
　
洋
　
行

2009（Ｈ21年）11月号◯２

11月20日（金）　町長室にて�11月20日（金）　町長室にて�



初
代
西
和
賀
町
長
を
務
め
た

高
橋
繁
町
長
の
任
期
満
了
に
と

も
な
い
、
二
回
目
の
町
長
選
挙

が
１１
月
３
日
に
告
示
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
前
の
花
巻

農
業
協
同
組
合
常
務
理
事
の
吉

田
正
志
し
ょ
う
し

さ
ん
（
川
舟
）
と
、
旧

湯
田
町
長
を
務
め
た
細
井
洋
行

さ
ん
（
湯
本
）
の
二
人
が
立
候

補
を
届
け
出
ま
し
た
。

投
票
は
、
１１
月
８
日
に
町

内
１７
か
所
の
投
票
所
で
行
わ

れ
、
即
日
開
票
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
の
有
権
者
数
は
６
０
９

７
人
。
投
票
率
は
、
当
日
の
投

票
と
期
日
前
投
票
、
不
在
者
投

票
も
あ
わ
せ
て
９１
・
８０
パ
ー

セ
ン
ト
に
な
り
ま
し
た
。

開
票
は
午
後
８
時
か
ら
川
尻

体
育
館
で
開
票
作
業
が
行
わ

れ
、
多
く
の
町
民
の
ほ
か
報
道

関
係
者
も
集
ま
り
、
選
挙
へ
の

関
心
の
高
さ
を
う
か
が
わ
せ
ま

し
た
。

集
計
の
結
果
、
二
代
目
西
和

賀
町
長
に
は
細
井
洋
行
さ
ん
が

初
当
選
し
ま
し
た
。

翌
９
日
に
は
、
湯
田
庁
舎
で

山
鼻
眞
一
西
和
賀
町
選
挙
管
理

委
員
長
か
ら
当
選
証
書
が
付
与

さ
れ
ま
し
た
。

■
西
和
賀
町
長
選
挙
結
果

当
選

細
井

洋
行
さ
ん

３
３
５
３
票

吉
田

正
志
さ
ん

２
２
０
５
票

◯2009（Ｈ21年）11月号３

第
二
代
西
和
賀
町
長
に�

�

細
井
洋
行
　さ
ん�

投
票
率
は
九
一・
八
○
パ
ー
セ
ン
ト�

よ
う�

こ
う�

慎重に開票作業を行う事務従事者



小花8
2009（Ｈ21年）11月号◯４

カトレアの会
「南部よしゃれ」ほか

沢内岳風会
「白雲の城」

坂本神楽団
「獅子舞」

みつわ会
「龍虎の舞」

甫菊会
「京都二年坂」

お筝の会
「薫る花」

趣味の会
「民謡一代」ほか

コーラスリリシャン
「雨」ほか

１１
月
１
日
か
ら
３
日
に
か

け
、
第
４
回
西
和
賀
町
芸
術

文
化
祭
が
銀
河
ホ
ー
ル
を
主

会
場
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
の
展
示
部
門
に
は
４９

人
と
１４
団
体
か
ら
数
々
の
作

品
が
寄
せ
ら
れ
、
銀
河
ホ
ー

ル
ホ
ワ
イ
エ
、
Ｕ
ホ
ー
ル
、

湯
夢
プ
ラ
ザ
に
展
示
さ
れ
ま

し
た
。

舞
台
部
門
は
１
日
、
銀
河

ホ
ー
ル
の
舞
台
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
西
和
賀
町
芸
術
文
化

協
会
に
加
入
し
て
い
る
２１
団

体
が
出
演
し
、
優
雅
な
舞
踊

や
見
事
な
歌
、
音
楽
演
奏
な

ど
を
披
露
し
ま
し
た
。

町
の
文
化
芸
術
を
堪
能�

やよい会
「海雪」ほか

沢内民舞同好会
「木曽川しぐれ」ほか

宝湯会
「鴎を売る女」

沢内大正琴同好会
「リンゴの唄」ほか



小花8◯2009（Ｈ21年）11月号５

「縄のれん」ほか
カラオケ同好会

川舟田植踊保存会
「川舟田植踊の流れ」

湯田みかぐら
「鳥舞」ほか

見事な生け花の数々

新聞紙や広告を使った手提げ袋

沢内民謡保存会
「秋田小原節」ほか

湯本鬼剣舞
「二番庭」ほか

山の音楽隊
「Mambo Sawauchi」ほか

優雅な書も展示されました

茶席も用意されました

コーラスあかまんま
「歌よありがとう」ほか

西和賀民謡同好会
「外山節」ほか

日本舞踊湯本水木会
「長唄　老松」

押し花を使った障子

ミニチュア着物などの手芸作

展

示

品

の

数

々



西
和
賀
町
農
業
委
員
会
委
員

は
、
湯
田
選
挙
区
、
沢
内
選
挙
区

の
２
つ
の
選
挙
区
を
設
け
て
の
選

挙
で
決
ま
る
公
選
委
員
１５
人
、
農

業
関
係
団
体
か
ら
の
推
薦
委
員
３

人
と
議
会
か
ら
の
推
薦
委
員
４
人

の
合
計
２２
人
で
構
成
さ
れ
ま
す
。

第
２
期
農
業
委
員
会
委
員
の
任

期
満
了
に
と
も
な
い
１０
月
１３
日
に

告
示
さ
れ
た
西
和
賀
町
農
業
委
員

会
委
員
選
挙
で
は
、
両
選
挙
区
と

も
定
数
を
超
え
な
い
た
め
立
候
補

者
全
員
の
無
投
票
で
の
当
選
が
確

定
し
ま
し
た
。

１１
月
５
日
に
行
わ
れ
た
総
会

で
、
会
長
に
高
橋
昭
貴
さ
ん
、
会

長
職
務
代
理
者
に
は
高
橋
護
さ
ん

が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

高橋　滝男（川舟）

黒渕　時男（大野）

藤原　光記（若畑）

佐々木静夫（左草）

小田島廣治（細内）

柴田　照男（川舟）

菊池　良一（泉沢）

有馬　正幸（新町）

有馬　富博（鍵飯）

田中　嘉勝（貝沢）

照井　　亨（長瀬野）

高橋　　護（湯田）

高橋　明夫（湯之沢） 照井　廣男（鷲之巣）

中島　達郎（小繋沢）

高橋　昭貴（太田）

西和賀町農業委員会委員の紹介

会長に高橋昭貴さん
公選委員15人と選任委員7人の顔ぶれ

会　　長会長職務代理者

田中　正彦（泉沢）

高橋　哲雄（清水ヶ野）

近藤　英三（猿橋）

佐々木シヲ子（前郷） 高橋　優子（小繋沢）

高橋　　明（下前）

花巻農業協同組合西和賀土地改良区岩手中部農業共済組合

議会推薦

団体推薦

2009（Ｈ21年）11月号◯６



平成21年10月号 平成21年6月号 平成21年2月号

◯2009（Ｈ21年）11月号７

【
応
募
方
法
】

平
成
２０
年
１２
月
号
か
ら
今
月
号
ま
で
の
期
間
に
広
報
に
し

わ
が
に
掲
載
さ
れ
た
「
主
な
出
来
事
」
の
中
か
ら
１０
項
目
を

選
び
、
印
象
に
残
る
ニ
ュ
ー
ス
か
ら
１
位
、
２
位
と
順
番
を

決
め
て
く
だ
さ
い
。
あ
な
た
の
考
え
た
結
果
を
、
広
報
に
と

じ
込
ん
だ
応
募
は
が
き
に
記
入
し
、
切
手
を
貼
ら
ず
に
そ
の

ま
ま
投
函
し
て
く
だ
さ
い
。

【
応
募
資
格
】

ど
な
た
で
も
応
募
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
と
じ
込
み
は
が

き
の
応
募
の
み
有
効
と
し
ま
す
。
応
募
は
ひ
と
り
１
枚
で
す
。

【
締
め
切
り
】

は
が
き
は
１２
月
１１
日
（
金
）
の
消
印
ま
で
有
効
で
、
そ
れ

以
後
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

【
ニ
ュ
ー
ス
の
順
位
決
定
方
法
】

ニ
ュ
ー
ス
の
順
位
は
、
応
募
さ
れ
た
ニ
ュ
ー
ス
を
点
数
化

し
（
１
位
の
項
目
に
は
１０
点
、２
位
の
項
目
に
は
９
点
、３
位

の
項
目
に
は
８
点
･
･
･
１０
位
の
項
目
に
は
１
点
）、
総
合

得
点
の
高
い
ほ
う
か
ら
１
位
、
２
位
と
順
位
を
決
定
し
ま
す
。

【
そ
の
ほ
か
】

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
は
必
ず
ご
記
入
く
だ
さ
い
。
１０

大
ニ
ュ
ー
ス
の
結
果
（
順
位
）
を
見
事
に
全
項
目
的
中
さ
せ

た
方
に
は
、
広
報
編
集
委
員
会
か
ら
賞
品
を
差
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
応
募
の
あ
っ
た
み
な
さ
ん
の
中
か
ら
抽
選
で
１０
人

の
方
に
記
念
品
を
差
し
上
げ
ま
す
。

な
お
、
１０
大
ニ
ュ
ー
ス
と
当
選
者
の
発
表
は
広
報
に
し
わ

が
１２
月
号
で
行
い
ま
す
。

広
報
に
し
わ
が
か
ら
選
ぶ

１０
大
ニ
ュ
ー
ス
募
集

平成20年12月号から
01. 桐沢橋が復旧
02. 食育標語と優良活動ダブル受賞
03. 佐々木長二さん環境大臣表彰

平成21年1月号から
04. 湯田生活改善センター落成
05. 小学生雪合戦川尻ブラックベアーズ優勝

2月号から
06. ７会場で小学校適正配置公聴会
07. 湯田中クリーン活動で表彰
08. 湯川奉納相撲で長谷山2年ぶり優勝

3月号から
09. にしわが製粉加工場オープン
10. 沢内駐在所管内死亡事故ゼロ2000日

4月号から
11. 元気な西和賀ネットワーク設立
12. 緑のふるさと協力隊・岩崎さん着任

5月号から
13. 消防演習・ケイシー先生入団
14. 為田直助さん旭日双光章を受章
15. 佐々木謙一さん旭日単光章を受章
16. 高橋善太郎さん藍綬褒章を受章
17. 島田先生着任・沢内病院常勤医師3人に

6月号から
18. 道路交通法が改正
19. 加藤博市さん体協功労表彰
20. 下前で田んぼアート2作目

7月号から
21. 中山多慶子さん・高橋宏子さん警察署長から感謝状
22. まちづくり基本条例をつくる会発足
23. 沢内観光協会設立

8月号から
24. 新成人69人が大人の仲間入り
25. 花卉出荷大会で西和賀オリジナル品種「藍の風」発表

9月号から
26. ソフトボール投げ高橋恭君全国で11位
27. 佐々木美代子さん食の匠に
28. 高橋日出夫さん「峠路」出版

10月号から
29. 高沢翔さんロシアで写真展
30. 県境国取り合戦で岩手県勝利
31. 映画「いのちの山河」完成

11月号から
32. 第2代町長に細井洋行さん

平成21年8月号 平成21年4月号 平成20年12月号

平成21年9月号 平成21年5月号 平成21年1月号

平成21年11月号 平成21年7月号 平成21年3月号

主な出来事（平成20年12月号～平成21年11月号）



１１
月
１
日
か
ら
「
美
肌
・
雪
肌
の
町

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
１２
月
２８
日
ま
で
続
く
こ
の
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
は
、
町
の
特
産
品
で
あ
る
「
す

っ
ぽ
ん
」「
牛
乳
」「
銀
河
高
原
ビ
ー
ル
」

や
砂
ゆ
っ
こ
に
代
表
さ
れ
る
「
温
泉
」

な
ど
、
西
和
賀
町
が
多
く
の
健
康
資
源

に
め
ぐ
ま
れ
た
町
で
あ
る
こ
と
を
Ｐ
Ｒ

し
、
入
り
込
み
客
の
増
加
に
つ
な
げ
る

こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て
い
ま
す
。

す
っ
ぽ
ん
新
メ
ニ
ュ
ー
を
開
発

こ
の
う
ち「
す
っ
ぽ
ん
」は
、若
い
女
性

で
も
抵
抗
な
く
楽
し
め
る
新
メ
ニ
ュ
ー

を
提
供
で
き
な
い
か
と
、
西
和
賀
町
旅

館
組
合
を
中
心
に
料
理
講
習
会
を
行
う

な
ど
開
発
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

新
メ
ニ
ュ
ー
と
し
て
８
旅
館
が
提
供

す
る
の
が
「
雪
肌
す
っ
ぴ
ん
鍋
」。
す

っ
ぽ
ん
を
じ
っ
く
り
煮
込
ん
だ
ス
ー
プ

に
す
っ
ぽ
ん
の
身
を
さ
ま
ざ
ま
な
素
材

で
包
み
込
ん
だ
団
子
を
入
れ
て
お
り
、

コ
ラ
ー
ゲ
ン
を
は
じ
め
と
し
た
肌
に
良

い
と
さ
れ
る
栄
養
素
が
ふ
ん
だ
ん
に
入

っ
た
鍋
料
理
で
す
。

従
来
の
「
す
っ
ぽ
ん
料
理
」
を
提
供

す
る
６
旅
館
と
あ
わ
せ
、
元
気
な
西
和

「
に
し
わ
が
美
肌
・
雪
肌
の
町
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

始
ま
っ
て
い
ま
す

賀
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
発
行
す
る
情
報
誌

「
元
気
な
西
和
賀
・
ど
っ
と
こ
む
」
や

旅
行
情
報
誌
な
ど
で
す
っ
ぽ
ん
の
町
を

Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
ま
す
。

こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
は
町
内
の
飲

食
店
や
菓
子
店
な
ど
も
参
加
し
、
そ
れ

ぞ
れ
の
お
店
の
お
勧
め
メ
ニ
ュ
ー
を
提

供
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
町
内
旅
館
ペ

ア
宿
泊
券
、
銀
河
高
原
ビ
ー
ル
や
乳
製

品
セ
ッ
ト
、
す
っ
ぽ
ん
製
品
セ
ッ
ト
な

ど
が
当
た
る
抽
選
会
も
行
い
ま
す
。

元
気
な
西
和
賀
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で

は
、
町
を
訪
れ
た
人
が
さ
ま
ざ
ま
な
楽

し
み
方
が
で
き
る
よ
う
な
新
し
い
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

１０
月
１
日
か
ら
１０
月
２５
日
に
か
け
て

行
っ
た
「
西
和
賀
も
っ
こ
り
！
山
の
感

謝
祭
」
で
は
、
期
間
中
に
行
わ
れ
た
各

種
イ
ベ
ン
ト
に
多
く
の
来
場
者
が
訪
れ

ま
し
た
。
こ
の
う
ち
、
期
間
中
に
行
っ

た
企
画
「
に
し
わ
が
特
産
品
プ
レ
ゼ
ン

ト
」
に
は
２
４
７
５
人
の
応
募
が
あ
り

ま
し
た
。

応
募
者
の
内
訳
を
み
る
と
、
県
内
が

５７
・
６
％
、
県
外
が
４２
・
３
％
と
、
県

外
か
ら
の
観
光
客
が
伸
び
て
い
る
こ
と

を
感
じ
さ
せ
ま
す
。

県
外
応
募
者
の
都
道
府
県
別
で
は
、

ト
ッ
プ
が
秋
田
県
で
３４
・
２
％
、
次
が

宮
城
県
で
２３
・
３
％
と
、
こ
の
２
県
で

全
体
の
約
６
割
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
東
京
・
埼
玉
・
神
奈
川
・
千
葉
の

関
東
４
都
県
で
も
２１
・
４
％
、
２
２
５

人
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

応
募
者
を
年
代
別
に
見
る
と
、
最
も

多
い
の
が
６０
代
の
２５
・
５
％
、
つ
い
で

５０
代
の
２０
・
９
％
、
７０
代
の
１８
・

９
％
と
続
き
ま
す
。
一
般
に
中
高
年
の

旅
行
者
が
多
い
と
い
わ
れ
ま
す
が
、
西

和
賀
町
に
お
い
て
も
そ
の
傾
向
が
現
れ

て
い
ま
す
。

元
気
な
西
和
賀
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で

は
、
町
を
訪
れ
る
皆
さ
ん
の
情
報
を
収

集
し
、
整
理
し
な
が
ら
、
本
町
へ
の
入

り
込
み
客
を
増
加
さ
せ
る
に
は
ど
う
す

れ
ば
い
い
の
か
検
討
を
重
ね
て
い
き

ま
す
。

「
も
っ
こ
り
！
山
の
感
謝
祭
」

県
内
外
か
ら
多
く
の
観
光
客

■
問
い
合
わ
せ
先
／
政
策
推
進
室

８２
―
３
２
８
４

2009（Ｈ21年）11月号◯８

お肌によい成分がたくさん入った「雪肌すっぴん鍋」
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12月４日から10日までの一週間は「第61回人権週
間」です。この人権週間に関する活動の一環として、
盛岡地方法務局花巻支局と花巻人権擁護委員協議会
では特設相談所を開設します。
特設相談所では、人権擁護委員が相談員として、

家族や近隣関係のもめごと、子どもや高齢者、登記
関係やセクハラなどのトラブルの相談を無料で受付
けます。相談内容は秘密を厳守します。お気軽にご
相談ください。

【日時】平成21年12月３日（木）
午前10時～正午

【会場】太田老人福祉センター（役場沢内庁舎）

【
こ
の
事
業
は
】

町
で
は
、
町
内
全
域
で
の
ブ

ロ
ー
ド
バ
ン
ド
整
備
事
業
（
光

フ
ァ
イ
バ
ー
網
の
構
築
）
を
計

画
し
て
い
ま
す
。
こ
の
事
業
は
、

地
域
間
の
情
報
格
差
を
減
ら
し
、

住
み
よ
い
環
境
と
安
全
な
暮
ら

し
、
地
域
を
見
直
し
育
て
る
町

づ
く
り
を
進
め
る
も
の
で
す
。

【
メ
リ
ッ
ト
は
】

①
音
声
告
知

役
場
な
ど
の
公
共
施
設
と
全

世
帯
を
光
フ
ァ
イ
バ
ー
で
つ
な

ぎ
、
各
世
帯
に
音
声
で
受
信
す

る
「
告
知
端
末
」
と
よ
ば
れ
る

機
器
を
設
置
し
ま
す
。
こ
れ
ま

で
町
で
は
、
全
地
域
を
対
象
と

し
た
緊
急
情
報
や
防
災
情
報
を

発
信
す
る
手
段
が
な
く
、
住
民

の
皆
さ
ん
へ
充
分
に
情
報
が
伝

え
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。こ

の
告
知
端
末
を
設
置
す
る

こ
と
で
、
有
事
の
際
の
緊
急
情

報
は
も
ち
ろ
ん
、
行
政
か
ら
の

お
知
ら
せ
や
、
議
会
中
継
放
送

も
簡
単
に
聴
く
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

②
高
速
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

町
内
全
域
で
光
フ
ァ
イ
バ
ー
を
使
っ
た

高
速
通
信
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

近
年
、
日
常
生
活
の
通
信
手
段
と
し
て

急
速
に
浸
透
し
て
い
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
す
が
、
西
和
賀
町
で
は
現
在
の
通
信
速

度
で
は
満
足
で
き
な
い
と
い
う
声
も
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。

光
回
線
を
使
う
こ
と
で
、
動
画
や
音
楽

な
ど
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
快
適
に
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

こ
の
高
速
化
は
地
域
の
情
報
格
差
を
減

ら
し
、
皆
さ
ん
の
日
常
生
活
の
向
上
だ
け

で
な
く
、
医
療
福
祉
や
産
業
の
発
展
に
も

貢
献
し
ま
す
。

【
住
民
説
明
会
を
行
い
ま
す
】

今
年
中
に
こ
の
事
業
に
関
す
る
住
民
説

明
会
を
行
い
ま
す
。
日
程
や
会
場
は
後
日

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
】

こ
の
事
業
は
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協

力
が
な
い
と
実
現
し
ま
せ
ん
。
具
体
的
に

は
、
自
宅
に
告
知
端
末
を
設
置
す
る
こ
と

へ
の
承
諾
や
、
１
件
で
も
多
く
の
光
フ
ァ

イ
バ
ー
を
使
っ
た
超
高
速
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
利
用
加
入
仮
申
込
の
ご
協
力
を
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

地上デジタル放送の必要性、受信方法など
の地域説明会が次の日程で行われます。
■主催：岩手県テレビ受信者支援センター

(愛称:デジサポ岩手)
■日時・会場：12月1日（火）18:00～19:30

湯本地区公民館2階　　　　　
12月2日（水）18:00～19:30
太田老人福祉センター2階　　

（役場沢内庁舎）
■問合先：岩手県テレビ受信支援センター

説明会事務局　　019-604-2637

■
問
い
合
わ
せ
先
／
総
務
課

８２
―
３
２
８
１

地上デジタル放送説明会

人権週間特設相談所を開設

次のとおり入札を行いました。施工
箇所などの詳細については、担当課ま
でお問い合わせください。

工事名は一部省略して記載していま
す。落札率は、税抜きの予定価格と税
抜きの請負額から計算しています。ま
た、契約額については税込みの金額を
表示しています。

11月13日執行分

番号／１（農林課）
事業名／清水ヶ野地区農業用水路改修
場所／下前
内容／水路工第一工区L=82.4mほか
契約者／竹沢工務店
契約額／950万2,500円
工期／H21.11.18～H22.2.15
落札率／94.8

番号／２（農林課）
事業名／泉沢地区農業用水路改修

入札執行状況 場所／泉沢
内容／水門改修１門W1500×H1050
ほか
契約者／（有）高橋重機
契約額／468万3,000円
工期／H21.11.18～H22.2.15
落札率／94.3

番号／３（建設課）
事業名／川尻簡易水道管布設替
場所／小繋沢
内容／配水管布設工L=442.5mほか
契約者／（有）湯田機械
契約額／2,688万円
工期／H21.11.18～H22.3.19
落札率／99.7

番号／４（建設課）
事業名／湯本槻沢線道路改良に伴う配
水管移設
場所／湯本
内容／配水管布設工L=221.1ほか
契約者／（有）西和水道土木
契約額／609万円
工期／H21.11.18～H22.2.1
落札率／99.1



【 】のことについて
タイトル
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１０
月
２６
日
、
旧
山
伏
ト
ン
ネ
ル
「
雪

っ
こ
ト
ン
ネ
ル
」
の
活
用
を
題
材
と
し

た
講
演
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
講
演
会
で
は
、
ト
ン
ネ
ル
地
下

貯
蔵
研
究
所
を
設
置
し
、
Ｊ
Ｒ
の
廃
止

ト
ン
ネ
ル
を
買
い
取
っ
て
日
本
酒
を
貯

蔵
・
熟
成
し
て
出
荷
し
て
い
る
秋
田
県

能
代
市
の
酒
造
会
社
「
喜
久
水
酒
造
」

代
表
の
平
沢
喜
三
郎
さ
ん
を
講
師
に
招

き
、
そ
の
取
り
組
み
を
例
に
あ
げ
な
が

ら
の
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

会
場
に
は
関
係
者
な
ど
お
よ
そ
２０
人

が
集
ま
り
、
平
沢
さ
ん
の
話
を
熱
心
に

聞
い
て
い
ま
し
た
。

講
演
を
聞
い
た
人
は
「『
こ
れ
は
ト

ン
ネ
ル
で
何
年
貯
蔵
し
た
お
酒
』
な
ど
、

い
か
に
し
て
付
加
価
値
を
高
め
て
い
く

か
が
大
事
だ
と
思
っ
た
」
と
感
想
を
話

し
て
い
ま
し
た
。

講演会のようす

税
務
会
計
課
か
ら
の
お
知
ら
せ
で
す

平
成
２２
年
度
以
降
の
住
民
税
住
宅
借
入
金
等

特
別
税
額
控
除
（
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
）

平
成
１９
年
か
ら
住
民
税
の
住
宅
ロ
ー
ン

控
除
の
制
度
が
始
ま
り
ま
し
た
が
、
加
え

て
平
成
２１
年
か
ら
平
成
２５
年
末
ま
で
に
入

居
し
、
所
得
税
か
ら
の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除

を
受
け
る
人
も
、
住
民
税
の
住
宅
ロ
ー
ン

控
除
適
用
の
対
象
に
な
り
ま
し
た
。

◆
対
象
に
な
る
人

（
入
居
年
月
日
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
）

【
平
成
１１
年
か
ら

平
成
１８
年
末
ま
で
に
入
居
し
た
人
】

平
成
２０
年
度
か
ら
最
長
で
平
成
２８
年
度

ま
で
適
用
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ま
で
は
毎
年
、

町
へ
住
民
税
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
の
申
告
が

必
要
で
し
た
が
、
平
成
２２
年
度
か
ら
は
所

得
税
の
確
定
申
告
や
会
社
で
の
年
末
調
整

で
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
を
受
け
る
と
、
原
則

と
し
て
申
告
は
不
要
に
な
り
ま
す
。

【
平
成
１９
年
か
ら

平
成
２０
年
末
ま
で
に
入
居
し
た
人
】

所
得
税
の
控
除
期
間
を
１５
年
に
延
長
す

る
特
例
が
設
け
ら
れ
て
い
る
た
め
、住
民
税

の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

【
平
成
２１
年
か
ら

平
成
２５
年
末
ま
で
に
入
居
し
た
人
】

最
長
で
１０
年
間
適
用
さ
れ
ま
す
。
平
成

２２
年
度
住
民
税
か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
。

◆
計
算
方
法

次
の
①
ま
た
は
②
の
い
ず
れ
か
小
さ
い

額
が
控
除
さ
れ
ま
す
。

①
前
年
分
の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
可
能
額
の

う
ち
、
所
得
税
か
ら
引
き
き
れ
な
か
っ

た
額

■
問
い
合
わ
せ
先
／
税
務
会
計
課

収
納
グ
ル
ー
プ
　
８２
―
３
２
８
３

課
税
窓
口
グ
ル
ー
プ

８２
―
３
２
８
２

②
前
年
分
の
所
得
税
の
課
税
さ
れ
る
総
所

得
金
額
等
の
５
％

（
最
高
９
７，

５
０
０
円
）

◆
注
意
事
項

こ
の
制
度
は
、
所
得
税
の
住
宅
ロ
ー
ン

控
除
の
適
用
を
受
け
て
い
な
い
人
、
所
得

税
が
か
か
ら
な
い
人
、
住
民
税
額
が
ゼ
ロ

に
な
る
人
や
均
等
割
の
み
課
税
さ
れ
る
人

は
、
住
民
税
の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
は
適
用

さ
れ
ま
せ
ん
。

◆
こ
の
制
度
の
こ
と
は

所
得
税
・
住
民
税
の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除

制
度
の
詳
細
は
、
花
巻
税
務
署
（

０
１

９
８
―
２３
―
３
３
４
１
）
ま
た
は
税
務
会

計
課
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
本
酒
の
ト
ン
ネ
ル
貯
蔵

講
演
会
で
可
能
性
を
さ
ぐ
る



１０
月
２４
日
、
第
２７
回
西
和
賀
農
業
ま

つ
り
（
実
行
委
員
会
主
催
）
が
花
巻
農

協
西
和
賀
地
域
営
農
セ
ン
タ
ー
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
当
日
は
第
４
回
西
和
賀
福

祉
ま
つ
り
と
第
４
回
職
業
体
験
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
も
併
催
さ
れ
ま
し
た
。

農
業
ま
つ
り
で
は
西
和
賀
産
牛
肉
を

は
じ
め
と
し
た
農
産
物
の
販
売
が
、
福

祉
ま
つ
り
で
は
福
祉
関
係
用
品
の
展
示

や
健
康
相
談
、
職
業
体
験
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
で
は
高
所
作
業
車
の
試
乗
や
木
工

体
験
、
重
機
の
操
作
体
験
な
ど
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

農
協
組
合
員
な
ど
の
カ
ン
パ
で
集
め

ら
れ
た
も
ち
米
を
使
っ
た
、
農
業
ま
つ

り
名
物
の
も
ち
ま
き
も
盛
大
に
行
わ

れ
、
会
場
は
大
歓
声
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

平
成
２０
年
１０
月
１９
日
に
太
田
地
内
に

オ
ー
プ
ン
し
た
深
澤
晟
雄
資
料
館
。
開

館
１
周
年
を
記
念
し
、
１０
月
１７
日
に
記

念
行
事
「
深
澤
村
長
と
ふ
る
さ
と
を
語

る
会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

太
田
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ

た
記
念
式
で
は
、
資
料
館
を
運
営
す
る

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
深
澤
晟
雄
の
会
の
太
田
祖

電
理
事
長
が
「
生
命
尊
重
は
あ
ら
ゆ
る

行
政
の
基
本
。
こ
の
精
神
が
多
く
の
人

に
わ
か
っ
て
も
ら
え
た
」
と
あ
い
さ
つ

し
ま
し
た
。

式
典
後
に
は
西
和
賀
出
身
で
故
郷
に

思
い
を
は
せ
た
３
冊
の
随
想
集
を
刊
行

し
た
高
橋
日
出
夫
さ
ん
（
盛
岡
市
）
と
、

劇
映
画
「
い
の
ち
の
山
河
」
で
深
澤
村

長
の
娘
を
演
じ
た
女
優
、
若
井
な
お
み

さ
ん
の
講
演
が
行
わ
れ
、
参
加
者
は
熱

心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

◯2009（Ｈ21年）11月号１１

１０
月
１４
日
、
東
大
野
の
志
賀
来
野
外

ス
テ
ー
ジ
周
辺
で
平
成
２１
年
度
「
北

上
・
和
賀
地
区
育
樹
祭
」
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

育
樹
祭
に
は
町
や
北
上
市
の
関
係
者

や
町
内
の
自
然
愛
護
少
年
団
な
ど
お
よ

そ
２
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
開
会

行
事
で
は
町
長
が
「
近
年
の
林
業
を
取

り
巻
く
環
境
は
厳
し
い
が
、
自
ら
の
手

で
森
林
を
育
む
こ
と
で
、
森
林
の
大
切

さ
を
認
識
す
る
こ
と
が
重
要
」
と
あ
い

さ
つ
し
ま
し
た
。

開
会
行
事
の
あ
と
、
参
加
者
は
昭
和

６０
年
の
岩
手
県
植
樹
祭
で
植
え
ら
れ
た

ア
カ
エ
ゾ
マ
ツ
の
枝
打
ち
作
業
を
行

い
、
活
動
の
証
と
な
る
記
念
標
柱
を
立

て
ま
し
た
。
最
後
に
沢
内
第
一
小
学
校

の
児
童
７
人
が
「
西
和
賀
町
を
緑
豊
か

な
町
に
し
ま
す
」
と
誓
い
の
言
葉
を
述

べ
ま
し
た
。

豊
か
な
緑
を
未
来
へ

北
上
・
和
賀
地
区
育
樹
祭

深澤晟雄資料館開館１周年記念
改めて深澤村長の功績を

豪快なまき方が売りのもちまき

名
物
の
も
ち
ま
き
も
盛
会

3
つ
の
ま
つ
り
を
楽
し
む

枝打ち作業に取り組む児童たち

「語る会」で講演する高橋日出夫さん

西
和
賀
の
冬
の
風
物
詩
の
ひ
と
つ
、

雪
合
戦
。
そ
の
普
及
振
興
に
携
わ
っ
て

き
た
西
和
賀
町
雪
合
戦
協
会
（
高
橋
敏

樹
会
長
）
が
今
年
１０
周
年
を
迎
え
、
１０

月
２５
日
に
湯
本
温
泉
の
ホ
テ
ル
で
記
念

式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

関
係
者
な
ど
お
よ
そ
５０
人
が
集
ま
り

協
会
の
活
動
を
振
り
返
っ
た
ほ
か
、
協

会
を
支
え
て
き
た
歴
代
会
長
の
高
橋
新

平
さ
ん
（
桂
子
沢
）、
川
村
清
也
さ
ん

（
上
野
々
）、
鈴
木
智
之
さ
ん
（
湯
川
）

の
３
人
と
、
北
海
道
壮
瞥
町
で
行
わ
れ

て
い
る
昭
和
新
山
国
際
雪
合
戦
で
優
勝

し
、
雪
合
戦
の
活
性
化
に
貢
献
し
た

「
西
部
レ
イ
ダ
ー
ス
」
と
「
ゆ
だ
ホ
ワ

イ
ト
ベ
ア
ー
ズ
」
の
代
表
２
人
に
表
彰

状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

協
会
で
は
１０
周
年
に
あ
た
っ
て
記
念

誌
も
作
成
。
高
橋
会
長
は
「
多
く
の
み

な
さ
ん
の
お
か
げ
で
、
素
晴
ら
し
く
充

実
し
た
１０
年
だ
っ
た
。
今
後
１０
年
も
ま

た
雪
合
戦
の
普
及
に
努
力
し
て
い
き
た

い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

熱い冬の戦いを制して
雪合戦協会10周年

祝賀会であいさつする高橋会長



■
山
歩
き

佐
々
木
　
長
二
さ
ん
（
前
郷
）

「
好
き
な
こ
と
を
す
る
の
は
体
に
も
い
い
」

３５

2009（Ｈ2１年）1１月号◯１２

営林署職員として働き、沢内村議も務めた松栄さんと、松
栄さんの留守を守り長年支えてきたキンさんご夫婦は昭和
28年6月に結婚。今年で56年目を迎えました。
松栄さん……いろいろな機関、団体の役職を多く受けたた
め、家庭内に目を向けることが少なく、妻や家族には苦労
をかけました。これからの余生を少しでも、妻や家族にお
礼返しを考えながら過ごしたいと思っています。
キンさん……夫は仕事がら留守が多く、義父と30年以上農
業を守り続けてきました。これといって楽しい思い出もあ
りませんが、大きな病もなく一男二女を無事に育てられ、
７人の孫と話しあうことが一番の楽しみですね。

じ
な
い
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。

出
か
け
る
と
き
は
「
ど
こ
ど
こ
の

山
に
行
く
」
と
家
族
に
必
ず
言
っ

て
出
か
け
ま
す
。
ま
た
、
食
料
は

多
め
に
持
っ
て
行
き
、
万
一
に
備

え
て
必
ず
少
し
は
残
し
て
お
く
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
犬
を
３
頭
飼
っ
て
い
ま

す
が
、
一
緒
に
連
れ
て
行
く
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。
一
緒
に
歩
く

「
仲
間
」
が
い
る
と
心
強
い
し
、
歩

い
た
道
を
覚
え
て
く
れ
て
「
帰
る

ぞ
」
の
一
声
で
帰
り
道
を
案
内
し

て
く
れ
た
り
も
し
ま
す
。

―
今
後
の
目
標
は

自
分
は
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
な
ど
は

で
き
ま
せ
ん
が
、
山
に
行
く
と
す

っ
と
し
ま
す
。
自
分
の
好
き
な
こ

と
を
す
る
の
は
体
に
も
い
い
。
挑

戦
す
る
こ
と
は
、
刺
激
が
あ
っ
て

お
も
し
ろ
い
で
す
。
体
が
丈
夫
だ

と
い
う
こ
と
は
幸
せ
で
す
。

こ
れ
ま
で
歩
い
て
覚
え
た
山
は
、

息
子
な
ど
山
が
好
き
な
人
、
世
代

に
伝
え
て
任
せ
、
自
分
は
ま
た
新

し
い
山
を
「
発
見
」
し
、
長
く
楽

し
ん
で
い
き
た
い
で
す
ね
。

一里塚は、旅人の旅の目安として街道沿いに１
里（約4キロ）ごとに作られた塚（土盛り）で、
古くは江戸時代に作られたといわれています。旅
人が木陰で休むことができるよう、一里塚にはエ
ノキなどの木が植えられたそうです。
旧湯田町の時代には、峠山一里塚（杉名畑）、

芦ヶ沢一里塚（芦ヶ沢）、豊沢一里塚（樺沢）の
３つが文化財として史跡に指定されています。

一
里
塚
＝
杉
名
畑
・
芦
ヶ
沢
・
樺
沢
＝

（
西
和
賀
町
指
定
史
跡
）

高
橋
　
松
栄
さ
ん（
　
歳
）

　
　
　
キ
ン
さ
ん（
　
歳
）

�

7776

＝
川
舟
＝�

３５

―
い
つ
ご
ろ
か
ら
？

子
ど
も
の
頃
か
ら
野
山
を
駆
け

回
っ
て
･
･
･
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
実
際
は
、

本
格
的
に
山
歩
き
を
す
る
よ
う
に

な
っ
た
の
は
子
ど
も
が
大
き
く
な

っ
て
か
ら
、
年
代
的
に
は
４０
歳
く

ら
い
か
ら
で
す
。
自
宅
は
農
家
で

す
が
、
当
時
は
今
の
よ
う
な
農
業

機
械
な
ど
も
な
く
牛
馬
で
農
耕
を

し
て
い
た
の
で
、
子
ど
も
を
育
て

終
え
る
ま
で
自
由
に
で
き
る
時
間

は
な
か
っ
た
で
す
ね
。

き
っ
か
け
は
、
な
に
よ
り
も
自

然
が
好
き
だ
か
ら
、
と
い
っ
た
と

こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。

―
山
歩
き
の
魅
力
は
？

山
に
入
る
と
き
は
、
い
つ
も
同

じ
よ
う
な
ル
ー
ト
は
と
り
ま
せ

ん
。
違
う
と
こ
ろ
を
歩
く
と
、
こ

こ
の
木
の
よ
う
す
は
あ
ち
ら
の
道

と
は
違
う
、
こ
こ
に
こ
ん
な
景
色

が
あ
る
の
か
、
な
ど
常
に
い
ろ
い

ろ
な
新
事
実
の
「
発
見
」
が
あ
り

ま
す
。
そ
こ
が
お
も
し
ろ
い
と
こ

ろ
だ
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
も
ち
ろ
ん
山
菜
や
き
の

こ
な
ど
山
の
幸
の
収
穫
も
あ
る
の

で
そ
れ
も
楽
し
み
で
す
。
時
期
が

悪
く
山
菜
も
き
の
こ
も
と
れ
な
い

時
は
、
景
色
の
写
真
だ
け
で
も
撮

っ
て
こ
よ
う
と
い
つ
も
カ
メ
ラ
を

持
っ
て
行
き
ま
す
。し
か
し
、こ
れ

ま
で
空
身
（
写
真
以
外
の
収
穫
な

し
）
で
帰
っ
て
き
た
こ
と
が
な
い

の
は
、
ち
ょ
っ
と
し
た
自
慢
で
す
。

最
近
は
山
に
入
る
人
も
少
な
く

な
り
、
楽
し
さ
を
知
っ
て
い
る
自

分
か
ら
す
る
と
残
念
で
す
。

―
こ
れ
ま
で
で
困
っ
た
こ
と
は

自
分
の
体
力
と
歩
こ
う
と
す
る

山
の
道
を
勘
案
し
「
ま
さ
か
あ
そ

こ
ま
で
行
け
な
い
は
ず
は
な
い
」

と
思
っ
て
い
て
も
、
思
い
の
ほ
か

体
力
を
消
耗
し
て
急
に
ば
て
て
し

ま
い
、
動
け
な
く
な
っ
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
あ
の
時
は
持
っ
て
い

っ
た
栄
養
ド
リ
ン
ク
を
飲
ん
で
し

ば
ら
く
休
み
、
な
ん
と
か
帰
っ
て

き
ま
し
た
。
常
に
余
裕
を
も
っ
て

動
く
こ
と
が
一
番
、
無
理
は
禁
物

で
す
ね
。

―
気
を
つ
け
て
い
る
こ
と
は

山
に
入
る
と
、
携
帯
電
話
が
通

２３

か
ら
み

マイタケの大収穫を写真に収めました



広
報
に
し
わ
が
は
「
西
和
賀

町
広
報
発
行
規
定
」
に
基
づ
き
、

広
報
編
集
委
員
の
合
議
で
発
行

す
る
制
度
を
と
っ
て
い
ま
す
。

編
集
長
に
は
副
町
長
を
あ
て
て

い
ま
す
が
、
委
員
は
公
募
を
行

っ
て
委
嘱
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
ど
、
第
２
期
広
報
に

し
わ
が
編
集
委
員
の
任
期
が
満

゛

ゆ
い
か

◯2009（Ｈ21年）11月号１３

【材料】

かぼちゃ250g ベーコン250g 玉ねぎ100g

にんじん35g ホールコーン25g むき枝豆

25g 油10g 湯田牛乳100g シチューのル

ウ35g コンソメ適量　乾燥パセリ0.2g 生

クリーム20g

※調味料の分量は学校給食の目安です。お

好みで調整してください。

【作り方】

①かぼちゃ、玉ねぎ、にんじんをさいの目

に、ベーコンを短冊切りに切ります

②鍋に油をひき、ベーコン、にんじん、玉

ねぎの順に炒めます

③②にかぼちゃを入れ、水を加えて煮ます

④材料が煮えたら、ホールコーン、むき枝

豆、牛乳、シチュ

ーのルウを入れて

調味します

⑤最後に生クリーム、

パセリを加えてで

き上がりです

かぼちゃポタージュ
～湯本小学校給食メニューより～

かぼちゃの皮をとると口当たりがよく、
スープの色もきれいに出ます

２３

よ
り
読
み
や
す
い
広
報
を
め
ざ
し
て

第
３
期
広
報
編
集
委
員
を
委
嘱

─世帯数と人口を教えてください。
世帯数は86世帯、人口は294人です。（10月31日現在）
―行政区の範囲は
町の北の玄関口です。南は高原ふれあい産直ハウス付近が境
で、そこから銀河高原ホテルを迂回し貝沢牧野に至る、北へ向
かっての一帯です。
―貝沢区の見どころは
古くから人が住んでいたようで、縄文時代の人々が生活して
いた跡が、貝沢野一帯から見つかっています。
戦後間もなく、貝沢野に若い人々が入植

し不毛の地を開拓、現在では２世３世が貝
沢の中心となって活躍しています。昭和40
年代までは牛馬の放牧地として広く利用さ
れていました。
地理的にはハッチョウトンボ生息地、カ

タクリ群生地、ミズバショウの群生地など
があり、シーズンには多くの来客がありま
す。また、この地区には「山の神」をはじ

めとして12箇所
に神社がありま
す。最近まで安
産の神様として、旧暦の６月23日に
地蔵尊の祭りがにぎやかに行われ
ていました。今ではかつてのよう
な賑やかさはなくなりましたが、
新暦の７月23日に行われるようにな
り、多くの人がお参りに訪れます。
毎年、子どもたちを中心にどん

と祭を行い、古い年の厄払いと新
しい年の無事を祈願しています。

行�政�区�紹�介�

貝 沢 区 お話を聞きました：
行政区長　広　瀬　　　勉さん

３

ハッチョウトンボは
体長2cm足らずの小型希少種

第２条　広報は、町政を町民
に周知させるとともに世論
の動向を紙面に反映させ、
もって民主的な自治運営の
確立に寄与するものとする。

第３条　広報の編集は、次の
とおりとする。
（1）広報は、真実を伝えな

ければならない。
（2）広報は、公正でなけれ

ばならず、かつ、町民
を一定の方向に導こう
とする政治的意図をも
ってはならない。

（3）広報は、個人の利害に
利用されてはならない。

（4）広報は、平易であり、
かつ、啓もう的でなけ
ればならない。

西和賀町広報発行規則
（抜粋）

委嘱状の交付を受ける委員の皆さん

了
と
な
り
、
次
の
６
人
に
第
３

期
広
報
編
集
委
員
を
お
願
い
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
任
期

は
２
年
間
で
す
。

編
集
委
員

高
　
橋
　
定
　
雄
（
川
　
舟
）

渡
　
辺
　
ま
い
子
（
両
　
沢
）

高
　
橋
　
　
　
明
（
下
　
前
）

千
　
田
　
フ
　
ミ
（
上
野
々
）

田
　
村
　
公
　
一
（
沢
　
中
）

菊
　
池
　
多
美
子
（
白
木
野
）

広
報
に
対
す
る
意
見
や
感

想
、
情
報
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。
お
近
く
の
広
報
編
集
委

員
ま
た
は
広
報
係
ま
で
お
気
軽

に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

総
務
課
　
広
報
係

８２
―
３
２
８
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
８２
―
３
１
１
１



お悔やみ申し上げます�

高　橋　正太郎�

小田島　　　聡�

藤　原　一　郎�

高　橋　ス　ミ�

照　井　美輝子�

高　野　　　信�

刈　田　ヨシノ�

照　井　ミ　ヤ�

深　澤　福　幸�

千　田　たづ子�

刈　田　あり紗�

・101・10月21日・長瀬野�

・46・10月22日・湯　田�

・85・10月25日・上野々�

・81・10月27日・川　舟�

・84・10月27日・上野々�

・85・10月29日・長瀬野�

・92・10月30日・鍵　飯�

・79・10月31日・上野々�

・84・11月01日・湯　川�

・59・11月04日・湯　田�

・16・ ・大　野�

小田島　清　一 　　　新　町�
藤　原　裕　子 　　　若　畑�（��

5月31日から�
11月10日までの間�

2009（Ｈ21年）11月号◯

にしわが愛児会（湯本保育
園・川尻保育園）職員募集
にしわが愛児会では、次のと

おり職員の採用を行います。
【保育士】

採用予定人数／４人
試験内容／作文・面接
条件／幼稚園教諭免許及び保育
士資格を有している（来年3月
31日までに資格を取得する見込
みを含む）人で、昭和45年4月2
日以降に生まれた人

【栄養士】
採用予定人数／１人
試験内容／作文・面接
条件／栄養士免許を有している
（来年3月31日までに資格を取得
する見込みを含む）人で、昭和
45年4月2日以降に生まれた人

【申込みの方法】
申込用紙に必要書類を添えて

にしわが愛児会（湯本保育園）
に提出してください。
受付期間／11月26日から12月16
日（午後６時まで）
試験日／平成22年1月17日（日）
試験会場／西和賀町役場湯田庁
舎
合格発表／平成22年1月下旬
問合先／西和賀町湯本30－61
にしわが愛児会湯本保育園
84-2510

ぶなの園調理補助員を募集
太田の特別擁護老人ホームぶ

なの園の調理業務を行っている
富士産業株式会社では、調理補
助員を募集しています。
業務内容／ぶなの園入所・通所
者の給食提供の調理補助。仕込
み、盛り付け、洗浄が中心
勤務時間／6:00～15:00、10:30
～19:30の交代制で、希望があ
れば相談に応じます
必要資格／特になし（給食経験
者・調理師資格者優遇）
社会保険／雇用保険、労災保険
のみ（120時間／月以内）
契約期間／平成22年３月31日ま
での期間で、4月以降の更新あり

申込・問合先／富士産業株式会
社岩手営業所 019-605-5018
玉懸まで

「雪あかり2010」
団体参加を募集

西和賀雪あかり実行委員会
(佐藤一久会長)では、来年２月
６日(土)・７日(日)に行う｢雪
あかり2010｣の団体参加を募集
中です。地域や企業、各種団体
さんのご参加をお待ちしており
ます。（一般世帯の参加は行政
区長経由で募集中）
申込方法／12月10日（木）まで
電話で申し込み
申込・問合先／実行委員会(西
和賀商工会内) 82-2270

婚カツ！
クリスマスパーティ
特定非営利活動法人奥州・い

わてＮＰＯネット（奥州市）で
は、県内の人で結婚を希望する
人を対象とした「婚カツ！クリ
スマスパーティ」を行います。
日時／平成21年12月12日（土）
午後6時30分～
会場／水沢グランドホテル（奥
州市水沢区）
対象／岩手県内に住んでいる人
または勤務している人で、結婚
を希望する20歳以上の独身男女
（子育て中の人を含む）
会費／男性4,000円

女性2,000円
コーディネーター／西條ユキコ
氏（フリーアナウンサー）
申込方法／ファクシミリ・郵
送・電子メールで次の項目を連
絡①氏名②生年月日と今年12月
12日現在の年齢③住所、郵便番
号④電話番号、連絡可能な時間
帯⑤職業
締切／12月5日（土）
定員／男性・女性各先着20人
申込・問合先／特定非営利活動
法人奥州・いわてＮＰＯネット
〒023-0801奥州市水沢区横町2-
1メイプル地下1階 /FAX0197-
2 2 - 4 2 0 0電子メールo s h u -
iwate@able.ocn.ne.jp
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住民の動き

区分

件数

火災出場件数

1件
（5件）

損　害　額

調査中
(18.031千円)

区分

件数

搬送
人員

3件
（12件）
4人

（16人）

11件
（132件）
9人

（128人）

11件
（96件）
10人

（102人）

25件
（2460
件）
23人

救急出場件数

交通 急病 その他
合計

（ ）は1月からの累計

■救急

■火災

戸　籍　の　窓 （敬称略）

項　目
転　入
転　出
出　生
死　亡
人　口
男
女
世帯数

9
8
3
12

7,059
3,298
3,761
2,495

実　数
－4
－1
＋1
＋6
－8
－5
－3
－2

前月との比較

（10月末現在）

※掲載を希望しない事も出来ます。届け出の際に
お申し付けください。

火災・救急の状況

10月16日～11月15日受付分

（10月分）

交通事故の状況 （10月分）

物損
実数
累計

11
（103）

0
（12）

0
（6）

0
（0）

0
（1）

負傷 人身 死亡 飲酒

（ ）は1月からの累計

そ の ほ か
たまがけ



２．戦没者などの子
３．戦没者などと生計関係を有
していて、かつ戦没者などと
氏が同じ人（①父母②孫③祖
父母④兄弟姉妹）

４．１～３以外の①父母②孫③
祖父母④兄弟姉妹

５．１～４以外の遺族で、戦没
者などの死亡時まで引き続き
１年以上生計関係を有してい
た三親等内の親族

請求期間／平成24年4月2日（月）
まで（請求期間を過ぎると時効
で権利が消滅し、特別弔慰金を受
け取ることができなくなります）
請求・問合先／町民課

85-2111

子育て応援特別手当は中止
国の平成21年度補正予算に基

づき、支給に向けて準備を進め
ていた「子育て応援特別手当
（21年度版）」は、国の方針で事
業を中止し、支給しないことに
なりました。支給対象者の皆さ
んには大変ご迷惑をおかけしま
すが、ご理解をよろしくお願い
します。
問合先／保健福祉課 85-3412

町営スキー場営業始めます
志賀来スキー場と湯田スキー

場は次のとおり平成21年度の営
業を始めます。

問合先／教育委員会学務課
85-2337

◯2009（Ｈ21年）11月号

22年度の園児を募集
来年度、保育所(園)へ入所を

希望する幼児を募集します。引
き続き入所を希望される園児の
保護者もあらためて申し込みが
必要ですので、期限内に忘れず
提出してください。
通所(園)先は町内5保育所

(園)の中から希望する保育所
(園)を選ぶことができます。な
お、町内に住民登録している保
護者が現に扶養している児童が
3人目以降の保育料は申請によ
り免除します。
保育料金／0円から22,250円(幼
児の年齢や世帯の所得に応じて
負担)
申込書・提出先／税務会計課、
保健福祉課、各保育所(園)
受付期間／11月30日(月)～12月
11日(金)※土日祝祭日は除く
問合先／保健福祉課 85-3412
西和賀町の保育所（園）状況

第九回特別弔慰金を支給
公務扶助料や遺族年金などを

受けていた人が平成17年４月１
日から平成21年３月31日の間に
亡くなるなどし、平成21年４月
１日時点で公務扶助料や遺族年
金などの受給権者がいない場
合、第九回特別弔慰金として額
面２４万円、６年償還の記名国
債が支給されます。
【支給対象となる遺族】
次の順番で、先順位の遺族１

人が支給対象です。
１．弔慰金の受給権を取得して　
いた人

県民手帳・能率手帳販売中
町では、平成22年版の県民手

帳と能率手帳を販売中です。
販売価格／県民手帳600円

能率手帳700円
販売所／総務課・町民課
問合先／総務課 82-3281

歴史民俗資料館など閉館
上野々の西和賀町歴史民俗資

料館、川村美術館、川村デッサ
ン館は11月16日から冬季休業の
ため閉館しました。
来年度の開館は平成22年４月

中旬～下旬の予定です。
問合先／教育委員会生涯学習課

82-2045

冬の交通事故防止県民運動
12月1日から10日までの10日

間、冬の交通事故防止県民運動
が行われます。
歩行者は反射材を着用し、運

転者は早めの点灯を心がけまし
ょう。
問合先／町民課 85-2111また
は最寄りの駐在所

自衛隊生徒を募集
自衛隊では、次のとおり自衛

隊生徒を募集します。
応募資格／中卒（見込み含む）
17歳未満の者
受付期間／平成21年12月1日
（火）～平成22年1月8日（金）
試験日／平成22年1月23日（土）
試験会場／なはんプラザ（花巻
市大通り）
問合先／自衛隊北上地域事務所

63-6736

役 場 か ら
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国や県から
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地球環境にやさしい大豆インキを使用しています

国道107号・廻戸地区で廻戸川に架かる橋です。
平成4年3月竣工。幅員およそ9メートル、延長およそ65メートル。

利用者の声：瀬川強さん（川尻）
平成4年に橋が新しくなり、幅が広がりましたが色も同じような感じで、

イメージはあまり変わりません。何度か交通事故が起き、近くに住んでい
るので助けたこともあります。

１１
月
１８
日
（
水
）
朝
５
時
１５

分
、
屋
根
か
ら
滑
り
落
ち
る
雪

の
音
で
目
が
さ
め
る
。
週
末
ま

で
待
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ

て
い
た
が
、
今
年
は
ハ
ズ
レ
。

「
備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
」
と

分
か
っ
て
い
る
け
ど
中
々
出
来

な
い
。
三
台
の
車
の
タ
イ
ヤ
交

換
を
し
て
慌
し
い
初
雪
の
朝
を

過
ご
し
た
。
例
年
初
雪
が
降
る

と
気
持
ち
が
高
ま
り
元
気
が
出

て
来
た
も
の
だ
が
、
何
故
か
今

年
は
そ
れ
が
な
い
。

さ
て
、こ
の「
広
報
に
し
わ
が
」

の
編
集
委
員
に
再
任
と
聞
き
、

責
任
の
重
さ
を
改
め
て
痛
感
し

て
い
る
。
行
政
で
発
行
す
る
公

報
で
町
民
に
も
委
員
を
委
嘱

し
、
編
集
委
員
会
を
設
け
て
い

る
町
村
は
そ
ん
な
に
多
く
な
い

と
の
こ
と
。
微
力
な
が
ら
、
町

民
目
線
・
住
民
目
線
を
紙
面
に

反
映
で
き
た
ら
と
想
う
。
皆
様

の
ご
意
見
・
ご
感
想
を
お
聞
か

せ
下
さ
い
。

広
報
編
集
委
員
　
田
村
公
一

農
業
ま
つ
り
と
福
祉
ま
つ

り
、
職
業
体
験
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
の
取
材
に
行
っ
て
き
ま
し

た
。
表
紙
に
も
写
真
を
使
い
ま

し
た
が
、
放
水
体
験
を
す
る
親

子
の
楽
し
そ
う
な
笑
顔
を
見

て
、
寒
か
っ
た
当
日
で
も
気
持

ち
が
暖
か
く
な
り
ま
し
た
。
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廻戸橋（廻戸）

ま っ と ばし 北上市方面に向け撮影

国道107号・無地内地区で無地内川に架かる橋です。
平成12年12月竣工。幅員およそ11メートル、延長およそ100メートル。

無地内橋は生活や物流の要である国道107号の交通を支えています。毎日
多くの乗用車や貨物車が通っています。

無地内橋（無地内）

む じ ない はし 北上市方面に向け撮影


